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研究成果の概要（和文）：がんの薬物治療が目覚ましい発展を遂げている現在において、患者個々のがんに合っ
た治療法を選択するためには、がんの適切な診断が必要である。本研究では、多くの書籍に分散している、がん
の鑑別診断に必要な分子検査情報を集約して提供することで、医師の診断業務の効率化への貢献を目的とした。
本システムは、診療科の違いに関係なく、全てのがんの分子検査情報を簡便に確認できるため、医師の経験や専
門による情報格差を解消し、適切な治療を受けられる患者の利益向上への貢献が期待される。

研究成果の概要（英文）：Diagnosis of cancer is necessary for the decision of cancer treatment for 
each patient. This study aimed to construct the molecular test information, which is required for 
differential diagnosis but scattered in many books, for the effective diagnostic workflow.
This system can easily investigate molecular test information of all cancers regardless of the 
clinical department. This system is expected to reduce information gaps due to differences in 
doctors' experience and specialties, and contribute to improving patient benefits by receiving 
appropriate treatment.

研究分野：分子生物学、情報学、腫瘍学

キーワード： がん　意思決定支援　タンパク質　遺伝子　情報組織化　会議録　EBM　鑑別診断
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果として構築したシステムは、医師は、がんの鑑別診断の際に必要な最新の分子検査項目を迅速かつ的
確に選択できるよう支援する。がんの診断そのものではなく、診断に必要な情報をがん種横断的に提供する本シ
ステムは、がんの診断業務を効率化することで、適切な時期に適切ながん治療を受けられるという患者の利益向
上に貢献できることが期待される。また、会議録の速報性に着目した新たな情報分析手法は、確立された情報の
少ないがん種の診断に有用な分子情報を見出せる可能性があり、シーズ探索としての学術的意義を有していると
考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

がんは日本人の死因の第一位であり、その割合は年々増加している。しかし、分子生物学の発

展により、がんの個別化治療は飛躍的に進歩してきている。ただし、がん統計に掲載されないよ

うな希少がんはこの限りではない。症例数の少ない疾患は情報が少なく、まず希少がんであると

の確定診断に至るまでに困難を要するため、治療開始の遅れにもつながる。がんの適切な診断は

適切な治療に必須であることから、本研究では会議録の新たな活用方法として、①希少がんであ

る可能性を提示する機能、②国内学会での希少がん報告会議録を活用したデータベースによる

情報提供機能、③書誌事項としての希少がん診療経験施設の提示機能を有するデータベースシ

ステムを構築して、エビデンスに基づいた希少がんの診断支援情報提供による患者の利益向上

への貢献を目指した。 

 
２．研究の目的 

 医師を対象とした、がんの診断業務に必要とされているエビデンスに基づく分子情報検索シ

ステムを、情報の多い典型がんと、情報の少ない希少がん各々の特徴に応じて構築することを目

的とした。 

 
３．研究の方法 

(1) がんの診断業務の工程分析： 

がん診療の流れの中での診断業務工程を分析し、本研究での支援を目指す鑑別診断のた

めの分子情報検索工程の位置と状況を明確にした。 

(2) 情報源の選定： 

がんの鑑別診断に必要な分子情報のエビデンスレベルの高い情報源として、各がん種毎

の World Health Organization Classification of Tumours、診療ガイドライン、癌取扱い

規約、腫瘍病理アトラスを選定した。 

(3) 知識情報の抽出： 

各情報源より、臓器情報、組織情報、診断名情報、分子情報、出典、引用文献を抽出し、

マスターデータベースに収載した。 

(4) 染色見本の作製と収載： 

分子情報の評価結果見本として、自施設で作製したがん患者の染色標本を収載した。本検

討は、日本大学医学部附属板橋病院臨床研究審査委員会の承認を得て行った（承認番号 RK-

220111-3、2022年 1月 21日承認）。 

(5) 個人情報保護対策： 

 個人情報が入力できないよう配慮したユーザーインターフェースを構築し、実装した。 

(6) システムの評価： 

 試行アンケートを実施し、システムの改良を行った。 

(7) 公開：最終的な改良版をインターネット上に公開した。 

 

 

 



４．研究成果 

本システムを、医師が実際に利用できるよう、Web アプリケーション(https://evico.jp/)と

して実装した(図 1)。 

  

 本システムは、患者から採取された臓器や組織の情報から、候補の診断名が得られ、これらを

鑑別するための分子検査情報とそのエビデンス情報を簡便に表示できることが検証された。ま

た、診断名の候補となったがん種が、鑑別のための分子検査情報があるがんには、エビデンスに

基づいた情報を、情報がない場合には、エビデンス情報が乏しいがん種であることを簡便に確認

することができた (図 2)。 

 

図 2．本システムによるがんの鑑別診断のための分子検査情報の提供画面 
診断業務工程に従って、臓器や組織情報をインプットすると、候補の診断名が提示され、これ

らを鑑別するための分子検査情報の有無と詳細が表示される。 
 

図 1.実装した Web アプリケーション 



さらに、分子検査項目からは、様々ながん種での結果を一度に表示して比較できることが示さ

れた。分子検査項目による検索では、各項目が、がん種特異性の高い項目か、多くのがん種に用

いられる汎用性の高い項目かという、分子検査項目の特性が明らかとなった(図 3)。 

 

 

図 3．本システムによってがん種横断的に表示された分子検査項目の特性． 
様々な分子検査項目が、がん種特異的か、多くのがん種に共通して用いられているかをがん種

横断的に捉えることができる。 
 

すでに候補の診断名が明確であるが、分子検査情報を確認したい場合、また、分子検査項目か

ら鑑別診断名を確認したい場合には、検索窓を使用した直接的な検索が可能である。用途に応じ

た検索方法を実装したことにより、診断業務支援としての利用だけではなく、知識の確認や向上

を目的とした教育的利用としての有用性も期待される。 

一方、情報のないがん種に対しては、速報性に着目した会議録のテキストデータ解析方法につ

いての検討を行った。この結果、過去に学術集会で発表された会議録を集積することで、各々の

がん種に関連のある分子を抽出できる可能性が示された。学術集会の会議録は、エビデンスレベ

ルが低いと考えられているが、発表者や所属、発表年などを明確に追うことが可能である点、さ

らに、単独の発表内容の表示ではなく、統計的処理によって関係性の強い項目を表示する点で、

将来的な動向を把握できる可能性がある。 

以上より、本システムは、臓器別、あるいはがん種別に分散していた情報をがん種横断的に、

一元的に提供することで、医師の情報格差解消に貢献できる可能性が示唆された。 
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